
　みなさんこんにちは！

　県庁見学においでいただきありがとうございます。

　今日は、県の仕事や仕組みについて、ご自分の目で確認し

ながら、理解を深めていってください。

　私たちの住んでいる福島県は、東北地方の最も南にあり、

北海道、岩手県についで全国第３位の広さを誇ります。

　山、海、高原、湖と、豊かな自然に恵まれている福島県は、南

から北へ連なる阿武隈高地と奥羽山脈によって「会津」、「中通り」、「浜通り」の３つの地方

に分けられます。同じ福島県でも気候が大きく異なる中、それぞれが豊かな伝統や文化を

育み、魅力的な発展をしてきました。

　東日本大震災以降、さまざまな課題がありますが、県民のみなさんのご努力と国内外か

らの温かいご支援により、福島の復興は着実に前に進んでいます。

　これからも、今を生きる私たちや未来の子どもたちが、「福島に生まれて、育って、働いて

良かった」と思える福島、一人一人が豊かさや幸せを実感できるような未来を創るために、

共に挑戦を続けてまいりましょう！

　現在の福島県は、福島・若松・磐前の3県が明治9年（1876年）
に合併して誕生しました。誕生日は8月21日で「県民の日」とし
ており、令和7年で149歳になります。初めて県庁舎が建てられ
たのは明治13年（1880年）。次いで明治40年（1907年）に再
び建築されています。現在の県庁舎は、本庁舎が昭和29年、西庁
舎が昭和46年、北庁舎が平成28年にそれぞれ建てられました。

　福島県庁北庁舎には「危機管理センター」があり、大規模な地
震にも耐えられる免震構造や停電に備えた非常用発電設備を設
置し、災害に強い施設となっています。
　災害発生時には、危機管理センターに消防・警察・自衛隊な
どの防災関係機関が集まり、災害に関する情報を集約・共有し
て、迅速かつ的確な災害対策を実践します。
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昭和29年8月

のべ面積

22,065㎡本庁舎

昭和46年10月26,420㎡西庁舎

平成28年7月8,073㎡北庁舎

福島県の防災拠点

　県庁が建っている場所には、かつて福島城（杉目城、大仏城とも
呼ばれました。）がありました。本庁舎の東側にある紅葉山公園や
西庁舎裏の土塁の一部にその名残を見ることができます。
　平成14年（2002年）に福島城が存在したことを後々まで伝え
ようと、県庁入り口には記念碑が建てられました。福島城を初め
て名乗ったのは、文禄元年（1592年）に城主となった木村吉清
（蒲生氏郷の家臣）です。「福島」という名前の由来はよくわかって
いません。
　福島市周辺は、昔は見渡す限りの湖で、その中心にあった信夫
山を「浮く島」に見立てたとか、信夫山に吾妻おろしが吹きつけた
ので「吹く島」と呼んだとか様々な説があります。

ひとつ、ひとつ、
実現する ふくしま

福島県復興シンボルキャラクター
キビタン



義務教育学校

企業などへの工業用水の供給を通じて、雇用拡大など地域の振興を
図っています。

教育委員会
　教育委員6人（うち１人教育長）

公安委員会
　公安委員3人

各種委員会
（6委員会）

（令和 7年度一般会計当初予算）
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99百万円

51.1％48.9％

17.3 15.8 7.9 11.2 11.8 3.6 28.73.9
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1,010億89百万円 496億41百万円 455億35百万円

（令和6年10月1日現在）

（令和7年3月1日現在）

（令和7年2月1日現在）

1,735,493人

751,242世帯
126人

378校
206校

96校
1校
13校
26校

81,716人
43,064人

41,636人
1,053人

9校 1,784人

16,996人
2,441人

〈資料：「令和6年度学校基本調査」（文部科学省）〉

観光客数（令和5年）
53,923,333人　1日に147,735人
（資料：「観光客入込状況令和5年分」県観光交流課）

（令和4年度）

5兆1,904億円
県民1人あたり289万9千円
（資料：令和4年度福島県民経済計算の概要（県統計課））

2,354億7,100万円
県民1人当たり12万9千円
（資料：福島県の財政第153回（県財政課））

（令和6年度当初予算）

（令和5年）

9,019人　58.3分ごとに1人誕生 27,514人　19.1分ごとに1人死亡
（資料：令和6年版福島県勢要覧） （資料：令和6年版福島県勢要覧）

（令和5年）

産業別就業者数の割合（令和2年）
就業者数942,997人

運輸業・郵便業
宿泊業・飲食サービス業
医療・福祉
卸売・小売業
鉱業・採石業・砂利採取業
建設業
製造業
農林漁業

その他（サービス業等）

64.2％

29.6％

6.2％ 6.2％
19.1％
10.4％
0.1％
14.6％
12.9％
5.1％
4.8％
26.8％

（資料：令和6年版福島県勢要覧）

第1次産業

第2次産業

第3次産業
及び

その他の産業

※表示単位未満四捨五入により、計が一致していません。

（令和6年5月1日現在、公・私立・分校を含む）

13,784.39k㎡


